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市民課窓口特別時間延長
３月 28日㈭ ～ 29日㈮
４月   １日㈪～    ３日㈬
17:15 ～ 19:00

市民課窓口臨時開庁
３月 31日㈰

８:30 ～ 17:15

主な取り扱い業務
◦住民異動届の受付
　（転出・転入・転居）
◦住民票の写しの交付
◦印鑑登録
◦印鑑登録証明書の交付
◦戸籍関係証明書の交付
◦税関係諸証明書※1 の交付
◦マイナンバーカードの交付
◦ マイナンバーカード・通知
カードの券面変更※2、再交付

※1 税関係諸証明書について
は、一部取り扱えない場合
があります。

※ 2 券面変更とは、各カードに
記載されている氏名、住所
などを変更することです。

市
民
課　

☎
65
‐
１
２
３
２　
　

65
‐
１
２
３
５

　

３
月
末
か
ら
４
月
初
め
に
か
け
て
、

引
っ
越
し
に
伴
う
住
所
変
更
の
届
け
や

住
民
票
の
写
し
の
請
求
な
ど
で
、
市

民
課
窓
口
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　

こ
の
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
次

の
通
り
、
市
民
課
窓
口
の
特
別
時
間

延
長
と
臨
時
開
庁
を
実
施
し
ま
す（
各

支
所
は
実
施
し
ま
せ
ん
）。

　

な
お
、
転
出
届
は
転
出
予
定
日
の

14
日
前
か
ら
、
転
入
届
は
実
際
に
転

入
し
て
き
た
日
か
ら
14
日
以
内
で
あ

れ
ば
、
実
際
の
異
動
日
（
転
居
日
）

以
外
の
日
で
も
手
続
き
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
平
日
８
時
30
分
か
ら
17
時

15
分
ま
で
は
、
各
支
所
で
も
各
種
届

出
の
受
け
付
け
や
証
明
書
の
交
付
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◦ 

火
～
金
曜
日
の
午
前
10
時
ま
で
で

あ
れ
ば
、
比
較
的
混
雑
を
避
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
月
曜
日
や
大

安
は
混
雑
し
ま
す
）。

◦ 

他
市
町
村
へ
の
照
会
が
必
要
な
も

の
、
署
名
用
電
子
証
明
書
の
発
行

な
ど
、
内
容
に
よ
っ
て
は
当
日
の

取
り
扱
い
が
で
き
な
い
こ
と
や
、

内
容
の
訂
正
が
生
じ
た
場
合
、
後

日
来
庁
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◦ 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
通
知
カ
ー
ド

の
氏
名
、
住
所
な
ど
を
変
更
す
る

場
合
は
、
終
了
時
間
の
30
分
前
ま

で
に
受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
民
課
窓
口
の

特
別
時
間
延
長
・
臨
時
開
庁
を
実
施
し
ま
す

　
「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
を
市
役

所
１
階
に
開
設
し
ま
す
。

　

死
亡
届
提
出
に
伴
い
必
要
と
な
る

健
康
保
険
、
年
金
、
税
金
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
手
続
き
を
案
内
し
ま
す
。

　

市
役
所
で
の
行
政
手
続
き
が
不
安

な
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

予
約
優
先
と
し
ま
す
。
複
数
課
で

の
手
続
き
と
な
る
た
め
、
時
間
に

余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
設
日　

３
月
15
日
㈮

開
設
場
所　

左
図
の
通
り

身
近
な
人
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
の

行
政
手
続
き
を
お
手
伝
い
し
ま
す

市
民
課　

☎
65
‐
１
２
３
２

　
　
　
　
　

65
‐
１
２
３
５

東入口

国　保　課

ＷＣ

ＷＣ

市　民　課

階

　段

エ
レ

ベ
ー
タ
ー

市民部
北

福祉部

東
案
内

１階

おくやみコーナー
開設場所

　

市
民
課
窓
口
特
別
時
間
延
長
お
よ

び
臨
時
開
庁
時
間
中
は
、
次
の
課
で

住
民
異
動
に
伴
う
手
続
き
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

地
域
福
祉
課
（
☎
65
‐
１
２
３
７
）

◦ 

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
住
所
な
ど

の
変
更
受
付

◦ 

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
受
給

者
証
の
交
付
お
よ
び
変
更

介
護
福
祉
課
（
☎
65
‐
１
２
４
１
）

◦
介
護
保
険
資
格
喪
失
届
の
受
付

◦�

介
護
保
険
受
給
資
格
証
明
書
の
交
付

◦ 

介
護
保
険
受
給
資
格
証
明
書
の
受

理
、そ
れ
に
伴
う
要
介
護（
要
支
援
）

認
定
申
請

◦
介
護
保
険
証
の
住
所
変
更

子
育
て
支
援
課
（
☎
65
‐
１
２
４
２
）

◦ 

児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
の
受
付

◦ 

子
ど
も
医
療
費
、
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成
の
受
付

国
保
課
（
☎
65
‐
１
２
３
０
）

◦ 

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
資
格
取
得
お
よ
び
喪
失

な
ど
の
届
出

学
校
教
育
課
（
☎
65
‐
１
３
０
１
）

◦ 
就
学
通
知
書
の
交
付
（
新
小
・
中

学
１
年
生
）

◦ 

指
定
校
以
外
の
学
校
へ
の
就
学
手

続
き
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星
野
伸
之
さ
ん
に

　「
新
居
浜
ふ
る
さ
と
観
光
大
使
」
を
委
嘱

運
輸
観
光
課　

☎
65
‐
１
２
６
１　
　

65
‐
１
３
０
５

　

１
月
27
日
㈰
、
市
営
野
球
場
で
星

野
伸
之
さ
ん
（
元
プ
ロ
野
球
選
手
）

へ
の
「
新
居
浜
ふ
る
さ
と
観
光
大
使

委
嘱
式
」
と
野
球
教
室
を
行
い
ま
し

た
。

　

星
野
さ
ん
は
現
役
時
代
、
新
居
浜

市
内
で
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
選
手
と
し
て
は
、
11

年
連
続
２
桁
勝
利
、
プ
ロ
野
球
史
上

17
人
目
の
２
千
奪
三
振
を
記
録
す
る

な
ど
、
球
界
を
代
表
す
る
投
手
と
し

て
活
躍
。
ま
た
、
平
成
17
年
か
ら
は

「
に
い
は
ま
少
年
野
球
教
室
」
の
講

師
と
し
て
、
15
年
間
に
わ
た
っ
て
熱

心
に
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

星
野
伸
之
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　

今
日
の
野
球
教
室
参
加
者
が
市
内

の
高
校
に
進
学
し
、
そ
の
高
校
が
甲

子
園
に
出
場
す
る
こ
と
が
一
番
手
っ

取
り
早
く
新
居
浜
市
を
世
の
中
に
広

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
私
も
一
生
懸
命
指
導
し
ま
す

の
で
、
少
し
で
も
う
ま
く
な
っ
て
、

そ
し
て
将
来
的
に
は
新
居
浜
市
の
高

校
が
甲
子
園
に
出
場
で
き
る
よ
う
一

緒
に
な
っ
て
新
居
浜
市
を
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

星野伸之さんの主な経歴
　1983 年　 ドラフト５位で阪急ブレーブス（現

オリックス・バファローズ）入団
　2000 年　阪神タイガースに FA 移籍
　2002 年　現役引退
通算成績　176 勝 140 敗 2S、2,041 奪三振
タイトル・表彰
　パ・リーグ最高勝率（1989 年、1996 年）
　月間 MVP（1989 年９月）
コーチ歴
　阪神タイガース（2006 年～ 2009 年）
　オリックス・バファローズ（2010年～2017年）

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
広
く
集
め
て
、
市
政
運
営
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新
居

浜
市
市
政
モ
ニ
タ
ー
（
愛
称
：
に
い

モ
ニ
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
で
届
く
市
政

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
こ
と
で
、

仕
事
や
育
児
で
忙
し
い
人
も
自
宅
で

簡
単
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
に
い
モ
ニ
に
参
加
し
て
、

新
居
浜
市
の
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
定
員
　
100
人
程
度
（
応
募
者
多
数

の
場
合
、
年
代
・
性
別
・
地
域
の
バ

ラ
ン
ス
や
モ
ニ
タ
ー
経
験
の
有
無
を

考
慮
し
選
考
）

▼
資
格
　
市
内
在
住
の
国
・
地
方
公

共
団
体
の
職
員
お
よ
び
議
会
の
議
員

を
除
く
18
歳
以
上
（
４
月
１
日
現

在
）
の
人
。
１
世
帯
１
人
ま
で
。

▼
任
期
　
委
嘱
日
か
ら
平
成
32
年
３

月
31
日
㈫
ま
で

▼
任
務　

年
３
回
（
１
回
に
１
～
３

テ
ー
マ
）
程
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
、
市
か
ら
案
内
す
る
市
政
学
習
会

秘
書
広
報
課　

☎
65
‐
1
２
３
１　
　

65
‐
１
2
１
７

に
参
加
（
希
望
者
の
み
）
な
ど

▼
謝
礼　

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
な
ど
、

に
い
モ
ニ
と
し
て
活
動
し
た
人
に

は
、
年
度
末
に
記
念
品
と
し
て
マ
イ
ン

ト
ピ
ア
別
子
温
浴
施
設
利
用
券
（
１
千

円
程
度
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

３
月
１
日
㈮
～
５
月

31
日
㈮
必
着

▼
応
募
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
募
集
案
内
を

確
認
の
上
、
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
必
要

事
項
を
入
力
し
て
送
信
、ま
た
は
「
市

政
モ
ニ
タ
ー
申
込
書
」
を
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
秘
書
広
報
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

委嘱式であいさつをする星野さん

募集案内
http://www.city.niihama.
lg.jp/soshiki/hisyokouhou/
monitor-bosyuu.html

検索にいモニ ☜
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平
成
31
年
度
の
軽
自
動
車
税
は
、

４
月
１
日
現
在
で
登
録
さ
れ
て
い
る
所

有
者
ま
た
は
使
用
者
に
課
税
し
ま
す
。

　

廃
車
な
ど
の
手
続
き
が
４
月
２
日

以
降
に
な
っ
た
場
合
、
そ
の
年
度
の

軽
自
動
車
税
は
全
額
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
（
自
動
車
税
に
あ
る
月
割

課
税
・
還
付
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

廃
車
な
ど
の
手
続
き
を
行
う
場
合

は
、
３
月
中
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

手続き・問い合わせ
◉原動機付自転車（125㏄以下）、小型特殊自動車など
　市民税課　☎ 65-1224
　※必要なもの
　印鑑（浸透式不可）、ナンバープレート、
　標識交付証明書（平成５年４月１日以降発行）など
◉軽二輪、小型二輪自動車（125㏄超）など
　愛媛運輸支局　☎ 050 - 5540 - 2076
◉軽自動車（軽三輪、軽四貨物、軽四乗用など）
　軽自動車検査協会愛媛事務所
　☎ 050-3816-3124

軽
自
動
車
・
二
輪
・
原
付
の

廃
車
手
続
き
は
３
月
中
に
！

市
民
税
課　

☎
65
‐
１
２
２
４

　
　
　
　
　
　

65
‐
１
２
５
５

　現在の学校給食費は、平成 21 年度に改定されたも
ので、食材の共同購入による節減などを行い、維持し
てきました。しかし、平成 26 年度の消費税率引き上げ
に加え、近年の食材をはじめとする物価の高騰などによ
り、これまでの給食を維持することが困難な状況となっ
ています。
　このため、PTA 連合会代表、学識経験者、学校給食
関係者らと協議・検討を重ね、次の通り給食費を改定
することになりました。
　値上げ幅は、小学校・中学校ともに１食当たり20 円
となります。
　子どもたちの健康を守り、安心で安全な喜ばれる給食
づくりのため、ご理解とご協力をお願いします。

改定額
改定後 改定前

小学校 260 円 240 円
中学校 300 円 280 円

改定時期　４月１日㈪

　

引
っ
越
し
な
ど
で
、
水
道
の
新
た

な
使
用
開
始
や
、
使
用
し
て
い
た
水

道
を
中
止
す
る
た
め
に
は
、
水
道
局

お
客
様
セ
ン
タ
ー
へ
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。
引
っ
越
し
の
日
程
が
決
ま

り
ま
し
た
ら
、
早
め
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
連
絡
時
に
必
要
な
内
容
】

◦ 

使
用
開
始
ま
た
は
中
止
す
る
水
道

の
所
在
地
（
お
客
様
番
号
で
も
可
）

◦
使
用
者
の
名
前

◦
使
用
開
始
日
ま
た
は
中
止
日

◦
転
居
先
住
所

◦
連
絡
先
電
話
番
号

※ 

使
用
中
止
の
連
絡
が
な
い
限
り
、

水
道
料
金
が
発
生
し
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問  

水
道
局
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
65
‐
１
３
３
１
（
電
話
・
窓
口

で
の
受
付
時
間　

平
日
８
時
30
分

～
17
時
15
分
）

※ 

４
月
か
ら
「
上
下
水
道
局
お
客
様

セ
ン
タ
ー
」に
名
称
が
変
わ
り
ま
す

（
電
話
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）。

水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
の

手
続
き
は
お
早
め
に
！

水
道
局
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　

���　

☎
65
‐
１
３
３
１

学校給食費を改定します
学校給食課　☎ 31-7470　　31-7472

旧端出場水力発電所の PR動画公開中

　マイントピア別子の対岸にある「旧端出場水力発
電所」は、一般公開に向け平成 30 年度から整備に取
り掛かっています。一般公開は、平成 34 年度以降を
予定しています。
　この発電所の PR 動
画「旧端出場水力発
電所～東洋一、世界
一の技術を探る～（ダ
イジェスト６分版）」
を市公式 YouTube に
て公開しています。
　別子銅山の近代化
を進めた水力発電所。
その煉瓦造りのモダンな建屋の外部と内部、水路シ
ステムを、ドローンによる実写、3DCG、古写真など
を活用して再現していますので、ご覧ください。
　また、本編（15 分）は、マイントピア別子２階に
て放映しています。

「旧端出場水力発電所～東洋一、世界一の
技術を探る～（ダイジェスト版）」　
https://youtu.be/WvIThqI46Dc
　　　　　　YouTube につながります☞

別子銅山文化遺産課　☎ 65-1236　 65-1216
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森
林
は
、
地
球
温
暖
化
の
主
な
原

因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、

生
命
に
必
要
な
酸
素
を
供
給
す
る
貴

重
な
資
源
で
す
。
一
度
焼
失
し
て
し

ま
う
と
、
回
復
す
る
に
は
長
い
年
月

と
多
く
の
労
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

滝の宮カントリークラブ滝の宮カントリークラブ
河北山

川口
出口 立川

池田

黒島

郷山

阿島

郷山

国道11号
線

国
領
川

大島
制限区域

平成31年 山火事防止火気使用制限区域図

生子山

長野山

　

林
野
火
災
の
大
部
分
は
、
皆
さ
ん

の
注
意
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

貴
重
な
人
命
や
財
産
を
火
災
か
ら
守

る
た
め
、
林
野
で
の
火
気
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
本
部
で
は
、
山
火
事
を
防
止

す
る
た
め
、
次
の
通
り
火
気
の
使
用

を
制
限
し
ま
す
。

▼
期
間

　

３
月
１
日
㈮
～
４
月
30
日

㈫
の
２
カ
月
間

▼
区
域

　

河
北
山
（
金
子
山
）、
郷

山
、
長
野
山
（
市
民
の
森
）、

生
子
山
（
煙
突
山
）

▼
制
限
事
項

　

無
届
け
の
た
き
火
・
草
焼

き
、
歩
行
中
の
喫
煙
、
た
ば

こ
の
吸
い
殻
・
マ
ッ
チ
の
す
り

か
す
の
投
げ
捨
て
な
ど
の
行

為
を
禁
止
し
ま
す
。

火
災
・
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
で
き
る
こ
と

予
防
課　

☎
65
‐
1
３
４
２　
　

34
‐
１
１
８
９

市内の特定窓口（H31 年 1月現在）
◦いずみサポート㈱愛媛支社　☎ 32-5303
◦㈲矢野商会　　　　　　　　☎ 32-4696
◦四国通建㈱新居浜営業所　　☎ 37-2737
◦㈱藤興産愛媛営業所　　　　☎ 65-1007

　老朽化した消火器は、腐食などにより容器が
破裂し、負傷する恐れがあります。使用期限（業
務用 10 年、家庭用５年）が過ぎたり、腐食し
たりした消火器は、回収を行っている事業者に
廃棄処理を依頼してください。

廃棄方法
①�リサイクルシール（A～Dグループ用）
が貼ってある場合
　（2010 年以降製造のもの）
　 　そのまま特定窓口（消火器販売店

など）へ持ち込んでください。
②リサイクルシールが貼っていない場合
　 　リサイクルシール（既販品用）を

特定窓口で購入してください。
※ 詳しくは消火器リサイクル推進セン

ター HP にてご確認ください。
　https://www.ferpc.jp/

　札幌市でスプレー缶による爆発事故が発生しました。
市内でもスプレー缶が関係する火災・事故が発生してい
ます。火災や事故を防ぐために、取り扱いの際は、缶な
どに書かれた注意書きをよく読み、正しく使用しましょう。

◆取り扱い時の注意点
◦ 燃焼機器（ストーブ、ファン

ヒーターなど）や調理器具
などの近くでは使用しない。

◦ 燃焼機器の近くや自動車内、
ガスコンロの付近など、高
温となる場所に置かない。

◆スプレー缶の廃棄方法（新居浜市の場合）
　必ず中身を使い切ってから、屋外の風通しの良い場所
で穴をあけて、ガスを出し切ってから捨ててください。
※穴あけ器具はごみ減量課で配布しています。

� リサイクルシール
消火器Aグループ用

◆
３
月
・
４
月
は
「
山
火
事
防
止
月
間
」
で
す

◆知っていますか？消火器の廃棄方法 ◆注意 !! スプレー缶による火災・事故

市内で起こった事例
◦ 屋内で、電動工具を使用してスプレー缶のガス抜きを

したところ、可燃性ガスが電動工具の火花に引火し、
爆発した。

◦  シュレッダーのカッター部分をエアダスター（スプレー
缶式の掃除用具）にて清掃後、シュレッダーを起動し
たところ、何らかの火花により引火し、爆発した。

火気と高温に注意
高圧ガスを使用した可燃性の製品であり、
危険なため、下記の注意を守ること。
①炎や火気の近くで使用しないこと。②火気
を使用している室内で大量に使用しないこ
と。③高温にすると破裂の危険があるため、
直射日光の当たる所やストーブ、ファンヒー
ター等の近くなど温度が 40 度以上となる所
に置かないこと。④火の中に入れないこと。
⑤使い切って捨てること。
高圧ガス：ＬＰガス

スプレー缶の注意書き
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平
成
31
年
度
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
親
子
サ
ー
ク
ル
会
員
を
募
集
し
ま
す

子
育
て
支
援
課　

☎
65
‐
１
２
４
２　
　

37
‐
３
８
４
４

◆
朝
日
保
育
園
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー

　

歌
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
親
子

ふ
れ
あ
い
遊
び
、
食
育
、
保
育
園
児

と
の
交
流
、
子
育
て
の
悩
み
相
談
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

問 

朝
日
保
育
園
・
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー　

☎
33
‐
０
１
８
８

　

〒
792
‐
０
８
０
２

　

新
須
賀
町
３
‐
４
‐
５

◆
泉
川
保
育
園
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー

　

親
子
遊
び
を
通
じ
て
、
子
育
て
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
、
仲
間
づ
く
り

を
支
援
し
ま
す
。

※ 

兄
弟
姉
妹
で
申
し
込
む
場
合
は
、

１
人
ず
つ
申
込
が
必
要
。
電
話
で

の
申
し
込
み
は
不
可
。

問 

泉
川
保
育
園
・
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー　

☎
44
‐
６
６
１
１

　

〒
792
‐
０
８
２
８　

松
原
町
11
‐
15

募　集
クラス 対象生年月日 曜日 時間 募集人数

０歳児 H30. ４. ２～
H30.10.31 生 木曜日 10:00 ～

11:30
親子 12 組

程度

１歳児 H29. ４. ２～
H30. ４. １生 水曜日 10:00 ～

11:30
親子 12 組

程度

２歳児 H28. ４. ２～
H29. ４. １生 火曜日 10:00 ～

11:30
親子 12 組

程度
申込方法�　次の日時にて親子との面接を行います。

詳しくはお問い合わせください。
  ０歳児  ４月 11日㈭　9:30 ～ 11:30、13:30 ～ 15:30
  １歳児  ４月 10日㈬　9:30 ～ 11:30、13:30 ～ 15:30
  ２歳児  ４月   ９日㈫　9:30 ～ 11:30、13:30 ～ 15:30

募　集
クラス 対象生年月日 曜日 時間 募集人数

０歳児 H30. ４. ２～
H30.10.31 生

水曜日 
（月２回）

10:30 ～
11:30 親子 10 組

１歳児 H29. ４. ２～
H30. ４. １生

月曜日
（月２回）

10:00 ～
11:30 親子 16 組

２歳児 H28. ４. ２～
H29. ４. １生

火曜日
（月２回）

10:00 ～
11:30 親子 16 組

申込方法�　往復はがきに希望募集クラス、住所、氏
名（保護者・子ども）、ふりがな、性別、生
年月日、携帯電話番号、返信用住所を記入。

締め切り　４月 11日㈭（必着）
※申し込み多数の場合は抽選とします。

対象者 40 歳～ 74歳の新居浜市国保加入者

実施期間 ３月 31日㈰まで
（委託医療機関診療時間内）

場所 委託医療機関
※一覧表は受診券（昨年５月送付済）に同封

持参物
国民健康保険証・受診券・質問票

※受診券を紛失した人は、国保課⑪番窓口で再発
　行ができます。

自己負担金 800 円（8,667 円のうち 7,867 円は市が負担）

40
歳
～
74
歳
の
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

特
定
健
診
は
３
月
31
日
ま
で
で
す

国
保
課　

☎
65
‐
１
２
１
９

　
　
　
　
　

65
‐
１
２
３
５

　

体
の
中
に
潜
む
脳
血
管
疾
患
、
心

筋
梗
塞
、
糖
尿
病
な
ど
の
リ
ス
ク
を

早
期
発
見
す
る
た
め
の
健
診
で
す
。

　

現
在
、
生
活
習
慣
病
を
治
療
中
の

人
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

期
限
ま
で
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
愛
顔
っ
子
応
援
券
」

子
育
て
支
援
課　

☎
65
‐
１
２
４
２

　
　
　
　
　
　
　
　

37
‐
３
８
４
４

　

市
で
は
第
２
子
以
降
の
出
生
時
・

転
入
時
に
、
紙
お
む
つ
を
購
入
で
き

る
応
援
券
「
愛
顔
っ
子
応
援
券
」
を

交
付
し
、
子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま

す
。

　

応
援
券
の
有
効
期
限
は
、
交
付
し

た
年
度
の
翌
年
度
末
で
す
（
有
効
期

限
は
応
援
券
に
記
載
し
て
い
ま
す
）。

　

平
成
29
年
度
交
付
分
（
オ
レ
ン
ジ

色
）
の
有
効
期
限
は
３
月
31
日
㈰
で

す
。

　

期
限
が
過
ぎ
た
応
援
券
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。



2019 . 3　Niihama 16

往復はがきの記入方法

新
居
浜
市
立
児
童
館
登
録
ク
ラ
ブ
員
募
集

問
い
合
わ
せ
は
、
各
施
設
へ

　

市
立
児
童
館
の
平
成
31
年
度
登
録

ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
に
在
住
す
る
児
童

▼
募
集
期
間
　
３
月
１
日
㈮
～
22
日
㈮

▼
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
、
次

の
要
領
で
記
入
の
上
、
希
望
す
る
児

童
館
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
当
日

消
印
有
効
）。

※
希
望
ク
ラ
ブ
は
、
１
人
１
ク
ラ
ブ

　

で
す
（
他
の
館
と
の
重
複
は
で
き

　

ま
せ
ん
）。

※
結
果
に
つ
い
て
は
、
４
月
中
旬
ま

　

で
に
返
信
し
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

　

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
２
歳
児
親
子
ク
ラ
ブ
の
応
募
者
が

　

少
数
の
場
合
は
、
ク
ラ
ブ
数
が
減

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ここには
　記入しないで
　ください。

中央児童センター（〒 792-0023��繁本町 8-10��　☎・　�34-8600）
クラブ名 対　象　者 実　施　日 定��員

��ぱんだ A
２歳児親子

（平成 28年 4月 2日～
��平成 29 年 4月 1日生）

毎週水曜日
10：00～11：00 20 組

��ぱんだ B 毎週木曜日
10：00～11：00 20 組

��ぱんだ C 毎週金曜日
10：00～11：00 20 組

��ぱんだ D ３歳児親子（平成27年4月2日
　　　　～平成28年4月1日生）

毎週火曜日
10：00～11：00 20 組

��くま A ４歳児（平成26年4月2日～
　　　　　平成27年4月1日生）

毎週火曜日
15：00～16：00 20 人

��くま B ５歳児（平成25年4月2日～
　　　　　平成26年4月1日生）

毎週木曜日
15：00～16：00 20 人

��マンモス 小学校 1～ 3年生 毎週水曜日
15：50～16：50 20 人

��ジュニアリーダー 小学校 4～ 6年生 月２回程度（土か日）
��9：30～11：00 20 人

川東児童センター（〒 792-0871��八幡 2-10-22��　☎・�������32-8966）
クラブ名 対　象　者 実　施　日 定��員

��ひよこ A ２歳児親子
（平成 28年 4月 2日～
��平成 29 年 4月 1日生）

ひよこA：毎週火曜日
ひよこB：毎週水曜日
10：00～11：00
★応募者少数の場合、
　水曜日に実施予定

20 組

��ひよこ B 20 組

��ひよこ C ３歳児親子（平成27年4月2日
　　　　～平成28年4月1日生）

毎週木曜日
10：00～11：00 20 組

��あひる A ４歳児（平成26年4月2日～
　　　　　平成27年4月1日生）

毎週火曜日
15：30～16：30 20 人

��あひる B 5歳児（平成25年4月2日～
　　　　　平成26年4月1日生）

毎週木曜日
15：30～16：30 20 人

��ぺんぎん 小学校 1～ 3年生 毎週水曜日
15：50～16：50 20 人

��ジュニアリーダー 小学校 4～ 6年生 月２回程度（土か日）
��10：00～11：30 20 人

上部児童センター（〒 792-0045 中萩町 10-13��　☎・������43-3612）
クラブ名 対　象　者 実　施　日 定��員

��ラッコ A ２歳児親子
（平成 28年 4月 2日～
��平成 29 年 4月 1日生）

毎週水曜日
10：00～11：00 20 組

��ラッコ B 毎週木曜日
10：00～11：00 20 組

��イルカ A ４歳児（平成26年4月2日～
　　　　　平成27年4月1日生）

毎週火曜日
15：30～16：30 20 人

��イルカ B ５歳児（平成25年4月2日～
　　　　　平成26年4月1日生）

毎週水曜日
15：30～16：30 20 人

��クジラ 小学校１～３年生 毎週木曜日
15：45～16：45 20 人

��ジュニアリーダー 小学校 4～ 6年生 月２回程度（土か日）
��9：30～11：00 20 人

瀬戸児童館（〒 792-0821 瀬戸町 7-32��　☎・�������41-1983）
クラブ名 対　象　者 実　施　日 定��員

��どんぐり A ２歳児親子
（平成 28年 4月 2日～
��平成 29 年 4月 1日生）

毎週木曜日
10：00～11：00 20 組

��どんぐり B 毎週金曜日
10：00～11：00 20 組

��つくし A ４歳児（平成26年4月2日～
　　　　　平成27年4月1日生）

毎週火曜日
15：30～16：30 20 人

��つくし B ５歳児（平成25年4月2日～
　　　　　平成26年4月1日生）

毎週木曜日
15：30～16：30 20 人

��たけのこ 小学校１～３年生 毎週水曜日
15：40～16：40 20 人

��ジュニアリーダー 小学校 4～ 6年生 月２回程度（土か日）
��10：00～11：30 20 人

【対象者ごとの主な活動内容】
〇２歳児親子、３歳児親子…❖運動遊び❖造形遊び❖リズム遊び❖集団遊び❖季節の遊び❖保護者のグループ活動
〇４歳児、５歳児、小学校１～３年生…❖運動遊び❖工作❖造形遊び❖リズム遊び❖集団遊び❖体力測定
〇小学校４～６年生…❖自主活動❖奉仕活動❖野外活動❖館行事の協力
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ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
を
支
援
し
ま
す

▼
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

【
対
象
者
】

◦
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て

　

い
る
か
、
同
等
の
水
準
に
あ
る
。

◦
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
の
就

　

業
経
験
、
技
能
お
よ
び
資
格
の
取

　

得
状
況
、
労
働
市
場
の
状
況
な
ど

　

か
ら
判
断
し
て
、
当
該
教
育
訓
練

　

を
受
け
る
こ
と
が
適
職
に
就
く
た

　

め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

◦
過
去
に
こ
の
給
付
金
を
受
給
し
て

　

い
な
い
。

【
対
象
講
座
】

◦
雇
用
保
険
制
度
の
一
般
教
育
訓
練

　

給
付
金
の
指
定
教
育
訓
練
講
座

◦
そ
の
他
市
長
が
対
象
と
し
て
認
め

　

る
講
座

【
支
給
額
】

受
講
費
用
の
60
％
相
当
額

（
上
限
20
万
円
、
下
限
１
万
２
千
円
）

※
受
講
開
始
日
に
お
い
て
、
雇
用
保

険
法
の
規
定
に
よ
る
一
般
教
育
訓
練

に
係
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
人
は
、
給
付
方
法
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

【
対
象
者
】

◦
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て

　

い
る
か
、
同
等
の
水
準
に
あ
る
。

◦
養
成
機
関
で
１
年
以
上
の
カ
リ
キ
ュ

　

ラ
ム
を
修
業
し
、
対
象
資
格
の
取

　

得
が
見
込
ま
れ
る
。

◦
就
業
ま
た
は
育
児
と
修
業
の
両
立

　

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

◦
過
去
に
こ
の
給
付
金
を
受
給
し
て

　

い
な
い
。

【
対
象
資
格
】

　

看
護
師
・
介
護
福
祉
士
・
保
育
士
・

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
そ
の

他
市
長
が
別
に
定
め
る
資
格

【
支
給
対
象
期
間
】

　

修
業
す
る
期
間
（
最
大
36
月
）。

た
だ
し
、
修
業
開
始
時
期
に
よ
っ
て

支
給
対
象
期
間
は
変
わ
り
ま
す
。

【
支
給
額
】

　

対
象
者
お
よ
び
同
一
世
帯
の
人
の

市
民
税
の
課
税
状
況
に
よ
り
支
給
額

が
異
な
り
ま
す
。

︽
非
課
税
世
帯
︾　

　

月
額
10
万
円

︽
課
税
世
帯
︾

　

月
額
７
万
500
円

▼
高
卒
認
定
試
験
受
講
修
了
時
給
付

金
・
合
格
時
給
付
金

【
対
象
者
】

◦
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
、
児
童
扶

　

養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
か
、

　

同
等
の
水
準
に
あ
る
。

◦
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
の
就

　

学
経
験
、
就
業
経
験
、
技
能
お
よ

　

び
資
格
の
取
得
状
況
、
労
働
市
場

　

の
状
況
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
高

　

卒
認
定
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が

　

適
職
に
就
く
た
め
に
必
要
で
あ
る

　

と
認
め
ら
れ
る
。

◦
過
去
に
こ
の
給
付
金
を
受
給
し
て

　

い
な
い
。

【
対
象
講
座
】

◦
高
卒
認
定
試
験
の
合
格
を
目
指
す

　

講
座
（
通
信
制
講
座
を
含
む
）

【
支
給
額
】

受
講
修
了
時
給
付
金
は
、
受
講
費
用

の
20
％
相
当
額

（
上
限
10
万
円
、
下
限
４
千
円
）

合
格
時
給
付
金
は
、
対
象
講
座
受
講

費
用
の
40
％
相
当
額

（
受
講
修
了
時
給
付
金
と
の
合
計
額

が
15
万
円
を
超
え
な
い
額
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課　

　
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員

　

☎
65
‐
１
２
４
２

　

母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
は
、
ひ

と
り
親
家
庭
の
経
済
的
自
立
支
援
や

生
活
面
の
相
談
、
母
子
父
子
寡
婦
福

祉
資
金
の
貸
し
付
け
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

※
必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
時
】

　

月
・
水
・
木
・
金
曜
日
の
執
務
時

間
中
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

※ 

不
在
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
、
経
済
的
な
自
立
に
向
け
て
、
職
業
能
力
開
発
の
た

め
教
育
訓
練
講
座
を
受
講
し
た
り
、
資
格
取
得
の
た
め
養
成
機
関
で
修
業
し
た

り
す
る
場
合
、
ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
お
よ
び
児
童
が
高
等
学
校
卒
業
程

度
認
定
試
験
の
合
格
を
目
指
す
場
合
な
ど
に
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
関
係
法
令
な
ど
の
改
正
に
よ
り
支
給
額
や
支
給
期
間
な
ど
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課　

☎
65
‐
１
２
４
２　
　

37
‐
３
８
４
４
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▼�

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を

運
用
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
平
成
19
年
度
か
ら
独
自

の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

「
ニ
ー
ム
ス
」
を
運
用
し
、
省
エ
ネ

活
動
や
環
境
関
連
計
画
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
ニ
ー
ム
ス
活
動
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
と
し
て
、
市
民
委
員
に
よ
る

環
境
調
査
を
実
施
し
、
継
続
的
な
環

境
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

▼
今
年
度
の
監
査
結
果

　

昨
年
11
月
26
日
、
27
日
の
２
日
間
、

市
の
９
施
設
な
ど
を
対
象
に
監
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
監
査
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
、
ホ
ー
ル
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い

る
「
水
銀
灯
」
が
２
０
２
０
年
で
製

造
中
止
に
な
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的

な
省
エ
ネ
型
照
明
へ
の
変
更
に
つ
い

て
、
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
、
公
民
館
、
保
育
園

な
ど
の
施
設
に
つ
い
て
は
、「
指
摘

を
受
け
た
事
項
、
評
価
さ
れ
た
事
項

を
共
有
し
、
一
施
設
に
留
め
な
い
よ

う
に
」
と
の
指
摘
も
受
け
、
指
摘
さ

れ
た
項
目
を
毎
年
行
っ
て
い
る
ニ
ー

ム
ス
研
修
の
課
題
に
取
り
上
げ
る
よ

う
改
善
し
ま
し
た
。

　

ニ
ー
ム
ス
管
理
事
務
局
（
環
境
保

全
課
）
に
対
し
て
は
、
文
書
管
理
に

つ
い
て
、「
保
存
年
限
の
適
正
化
」

や
「
文
書
類
に
つ
い
て
必
要
か
ど
う

か
の
再
検
討
を
す
る
こ
と
」
と
の
指

摘
が
あ
り
、
今
後
の
ニ
ー
ム
ス
の
制

度
見
直
し
の
中
で
改
善
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

環
境
管
理
総
括
者
（
市
長
）
と
の

ト
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、「
ニ
ー

ム
ス
」
の
管
理
体
制
の
見
直
し
、
ご

み
の
減
量
、
学
校
で
の
環
境
教
育
な

ど
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
さ
れ
ま
し

た
。

▼
今
後
の
環
境
保
全
活
動
の
方
針

　

現
在
、
市
で
は
、
効
率
的
な
「
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」（
新

し
い
ニ
ー
ム
ス
）
へ
の
移
行
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
省
エ
ネ
や
環
境
目
標
達

成
に
向
け
継
続
的
な
活
動
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

環
境
保
全
課　

☎
65
‐
１
５
１
２　
　

65
‐
１
２
５
５

環
境
保
全
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す

人
権
擁
護
課　

☎
65
‐
１
２
４
３　
　

65
‐
１
３
０
６

毎
月
11
日
は
「
人
権
の
つ
ど
い
日
」

　　
「
人
権
の
つ
ど
い
日
」
で
は
人
権

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
講
演
や
学
習

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
誰
で
も
自
由

に
参
加
で
き
ま
す
。
事
前
の
申
し
込

み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
３
月
11
日
㈪
は
、
次
の
通
り
行
い

ま
す
。

場
所　

瀬
戸
会
館（
瀬
戸
町
７
番
30
号
）

時
間　

19
時
30
分
～
21
時

内�

容　

講
座
「『
水
平
社
宣
言
』
が

語
る
も
の
」

講�

師　

松
本
秀
樹
（
新
居
浜
工
業
高

等
学
校
教
諭
・
南
沢
笑
子
さ
ん
の

思
い
を
つ
な
ぐ
会
会
長
）

　

水
平
社
宣
言
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？
水
平
社
宣
言
は
、
大
正
11
年
に

開
か
れ
た
全
国
水
平
社
創
立
大
会
で

宣
言
さ
れ
た
宣
言
文
で
、
日
本
で
最

初
の
人
権
宣
言
で
す
。

　

水
平
社
宣
言
が
さ
れ
て
か
ら
約
１

世
紀
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
28
年
に
施
行
さ
れ
た
「
部
落
差

別
解
消
推
進
法
」
で
は
、
今
も
な
お

部
落
差
別
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ
し

て
部
落
差
別
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で

あ
り
、
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
目

指
す
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

差
別
解
消
の
第
一
歩
は
正
し
い
知

識
を
持
つ
こ
と
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
新
居
浜
市
人
権
か
る
た
】

平
成
27
年
度
作
成

め
め
を
み
て
あ
い
さ
つ

　

い
い
顔　

い
い
声　

い
い
心

　
　
　
　
　
（
角
野
小
学
校
５
年
）

人
権
の
窓


